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総括研究報告書

犬の重症筋無力症に対する血清学的診断法の確立

研究代表者 宇塚雄次(帯広畜産大学畜産学部助教

(岐阜大学応用生物科学部教

研究要旨 イヌの重症筋無力症の検査として､アセチルコリン受劉

ChR)に対する自己抗体の検担があるが､これは現在アメリカでしか育

ていないため､日本の臨床家が利用することが困難な状況にある｡そこ｢

内でも迅速に検査が対応できるような検査体制が作れないかを検討するブ

イヌAChRの抗原蛋白の作成とその抗原を利用したEL!SAの確立弓

として実験を行なった｡しかし､AChR蛋白の作成はその立体構造の竜

面から困難であったため､ヒト横紋筋腫癌細胞由来のAChRを抗原とL

査を行なってみたd結果としてAChRの動物種特異性による感受性の低下J

ト横紋筋肉腫細胞由来AChRが従来の測定系のイヌ胎児由来AChRよりも∃

成熟型AChRを含んでいることによる感受性の増強という相反する二面性弓

ことが明らかになった｡臨床応用に当たって､前者は低い抗体価しか持プ

症例における偽陰性反応を示唆し､また後者は抗AChRcanine抗体価が陰性｢

た場合の次の段階の検査法としての有用性を示唆した｡今後､症例数の士

他の自己免疫性神経疾患の抗体価の検討を行い､より具体的な数値で特卓

感度を示すことでコスミックⅡの有用性を確実にする必要がある｡
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